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=特別シリーズ=

解離讐さくらサイエンスプラン』表情と感激
北九州市立大学の活動報告

育(国際環境工学部教授)

①送り出し犠関の紹介
さくらサイエンスプラン交読事業に

より'2014年1~月5=ヨ-訟日の日程でモンゴルの2大学(モンゴル科学妓術大学ーモンゴル生命科学大学)から6人の学生が来日した｡

送り出し機関であるモンゴル科学技
術大学(MUST)は､1959年に設立され､現在､土木工学'建築'地
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北九州エコタウン親鳥(蛍光管,自動車) 

98日 冉ｸｾ8�(�9>�,ﾈﾋｸｵH5(985H8ｸ5�986xｮ仂i�8ｭB��Xｴ8刮�X,ﾉ+(ﾛ芥杠�h粂�"��

環境ミュージアム 
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滞在期間の前半は､日本の環境政策･対策

について概略を理解してもらうことに時間を割いた｡まず北九州市環境局に依頼し､日本及び北九州市における大気汚染対策や環境アセスメント制度についてレクチャーを受けた｡また､北九州市環境科学研究所では､大気汚染や排水の柄測技術･体制ついて視察を行った｡さらに'アジア展開に熱心な市内の廃棄物の収集運搬･処理費者に依頼し､廃棄物収集･処理施設の見学及びインドネシア等で実施している事業についての説明を受けた｡この業者は､訪問日に合わせて事務所玄的のウエルカムボrドや'廊下､トイレ等の行き先表示や注意書きにもモンゴル語が用意されて忠-'学生はD=本の｢おもてなし｣文化のt端を壇間見たようである｡
翌週は､環境コンサルタント企業の視察､
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